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   「納付または納入が困難である金額」欄 

   「納付すべき徴収金」の合計額から「財産収支状況書」の「２ 現在納付可能資金額」欄の「現 

  在納付可能資金額」を差し引いた金額を記入します。 

 

 

 

 【記入例】 

     256,300 円      －    56,300 円     ＝   200,000 円 

（納付すべき徴収金の合計額）   （現在納付可能資金額）  （納付を困難とする金額） 

 

 

 

 

   「一時に納付することにより、事業の継続または生活の維持が困難となる事情の詳細」欄 

   国民健康保険税を一時に納付することにより、事業の継続または生活の維持が困難となる事情 

  を、具体的に記入します。 

 【記入例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「担保」欄 

   猶予を受けるにあたり、担保を提供する必要がある場合は「□有」に、担保を提供する必要が無 

  い場合は「□無」にチェックをつけます。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

※猶予を受けようとする金額が１００万円を超える場合は、「財産目録」の「３ 現在納付可能

資金額」欄の「③現在納付可能資金額」を差し引いた金額を記入します。 

２ 

 個人事業で運送業を営んでいるが、取引先の一つであったＣ株式会社の事業縮小のため、Ｃ株

式会社との契約が昨年１１月をもって終了することとなった。 

 Ｃ株式会社との取引は、売上の約３０％を占めていたため、資金繰りが急速に悪化した。現在

は、事業に係る経費や生活費を節約するほか、家賃の安い住居に転居することにより、燃料費等

の事業資金や生活費を捻出している状況である。 

 今月の入金額を全て国民健康保険税の納付に充てた場合には、事業資金の支払いだけでなく、

生活費の捻出も厳しくなり、生活の維持が困難となってしまう。 

３ 

※猶予を受けようとする場合には、原則として担保を提供する必要があります。ただし、次のい

ずれかに該当する場合には、担保を提供する必要がありません。 

①猶予を受けようとする金額が 50 万円以下の場合 

②猶予を受ける期間が６か月以内の場合 

③担保を提供することができない特別の事情がある場合 
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 「担保財産の詳細又は提供できない特別の事情」欄 

 担保財産がある場合はその詳細を記入してください。 

上記①または②に該当する場合には、この欄は記入不要です。 

③に該当するときは、特別の事情の詳細を記入してください。 

 

 【記入例】 

 （不動産を担保として提供する場合） 

担保 
□有 

□無 

担保財産の詳細又は 

提供できない特別の事情 

種別：土地 地目：宅地 地籍：120 ㎡ 

所有者：那覇 太郎 

所有地：○○市△△ ×－××－× 

 

 （保証人の保証を担保として提供する場合） 

担保 
□有 

□無 

担保財産の詳細又は 

提供できない特別の事情 

保証人氏名：那覇 花子 

保証人住所：○○市△△ ×－××－× 

 

 （担保を提供することができない特別の事情がある場合） 

担保 
□有 

□無 

担保財産の詳細又は 

提供できない特別の事情 

提供できる担保の種類に該当する財産を所有して

いないため。 

 

 

  ※担保の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レ 

レ 

レ 

 地方税法により、提供することができることとされている担保の種類は、次に掲げるもの

であり、この中からなるべく処分の容易なもので、価額の変動のおそれが少ないものを選択

してください。 

 

① 国債及び地方債 

② 地方団体の長が確実と認める社債その他の有価証券 

③ 土地 

④ 保険に付した建物、立木、船舶、航空機、自動車及び建設機械 

⑤ 鉄道財団、工場財団、鉱業財団、軌道財団、運河財団、漁業財団、港湾運送事業財団、 

 道路交通事業財団及び観光施設財団 

⑥地方団体の長が確実と認める保証人の保証 


